
平成28年度 第１回 福岡県交通渋滞対策協議会

◆福岡県のエリア区分

平成２８年７月２６日（火）

【参考】福岡県内のエリア別人口

出典：H22国勢調査

福岡地域
250万人
(49%)

北九州地域
131万人
(26%)

筑後地域
83万人
(16%)

筑豊地域
44万人
(9%)

福岡県
507万人

①主要渋滞箇所（H25.1公表）のフォローアップ方法

②今後の渋滞対策の方向性
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１．これまでの検討経緯

1

・H25.1に主要渋滞箇所を公表し、渋滞対策の基本方針や今後の取り組みに対する協議を実施

H24年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会

H24年度 第2回 福岡県交通渋滞対策協議会

パブリックコメントの実施 （一般道路）
（高速道路）

H24年度 第3回 福岡県交通渋滞対策協議会

主要渋滞箇所の公表

H25年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会ワーキング会議

H27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会

H24.6

H24.7

H24.8

H24.11

H24.12

H25.1

H25.12

H27.1
H27.2

H27.8

○交通基礎データの共有

○地域の渋滞箇所の素案の決定

○道路利用者の意見を含めた地域の
渋滞箇所の特定

○地域の渋滞箇所の状況、意見交換

○渋滞要因の確認、渋滞対策の確認、
渋滞対策の基本方針(案)の確認

○渋滞対策の基本方針(案)、
渋滞検討マネジメントサイクル(案)、
モニタリング結果の確認

〔時期〕 〔実施内容〕 〔協議内容〕

H26年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会ワーキング会議

H27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会ワーキング会議H28.2 ○主要渋滞箇所のフォローアップ、
主要渋滞箇所の状況確認

H28年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会
今回
H28.7

○主要渋滞箇所のフォローアップ、今後の
渋滞対策の方向性、今後の進め方

○一般道路１８１箇所、高速道路１０箇所、
都市高速道路１４箇所
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２．主要渋滞箇所のフォローアップについて

福岡県における渋滞検討マネジメントサイクル

■最新の交通データ等を基に特定された主要渋滞箇所について、渋滞対策を検討・実施
■毎年度、以下のマネジメントサイクルにより、主要渋滞箇所をモニタリングの上、随時見直し

地域の主要渋滞箇所の特定（更新）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
検
証

定期的な地域の声の反映
（パブリックコメントの実施等）

ソフト・ハードを含めた対策の検討・実施

・円滑な渋滞対策の立案・実施を実現
（道路管理者が実施する対策、他機関の実施対策との連携、公共交通事業者等（鉄道・バス事業者等）の
参画による対策等）

・道路管理者、公共交通事業者等（鉄道・バス事業者等）、交安委員会等の意見を踏まえ、主要渋滞箇所図等に
より各エリア単位で地域の課題を共有し議論を促進

地域の渋滞の現状と渋滞対策の基本方針

最新の交通データによる渋滞状況の検証
・・・プローブデータの収集・分析等

地域の交通状況に対する
専門的見地からの検証

・・・データの精査・現地確認等の実施

道路を賢く使う取組の観点

渋滞対策協議会における議論
協議会構成主体 : 国土交通省 九州地方整備局、国土交通省 九州運輸局、福岡県、福岡県警察本部、福岡市、北九州市、西日本高速道路㈱、

福岡県道路公社、福岡北九州高速道路公社、福岡県道路協会、福岡市道路利用者会議



○最新の交通データにより、主要渋滞箇所（一般道路）の選定基準の該当状況を点検（モニタリングの実施）
○点検の結果、全ての主要渋滞箇所（一般道路）で選定基準に該当（解除候補箇所無し）
○今後も主要渋滞箇所のモニタリングを実施していくとともに、選定基準に該当しない箇所や対策が完了した箇所については、現地

状況を確認した上で、主要渋滞箇所の解除等の見直しも含めて検討

▼主要渋滞箇所（一般道路）の選定基準

曜日・時間帯 選定基準

平日 朝 （7時～9時）
平均速度20km/h未満
※いずれか一方向で

も該当する箇所
平日 夕 （17～19時）

休日 昼 （7時～19時）

▼主要渋滞箇所（一般道路）の点検結果

主要渋滞
箇所数

速度向上
箇所数

選定基準
非該当箇所数

181箇所 20箇所 0箇所

主要渋滞
箇所数

181箇所

集約区間数 箇所数

15区間
127箇所

（54箇所）

福岡県内の主要渋滞箇所（一般道路）

箇所：単独で主要渋滞箇所を形成
区間：交差点等が連担するなど、速度低下箇所が連続し

ており、複数の主要渋滞箇所を含む区間

※速度向上箇所数は選定時よりも平日朝・平日夕・休日昼
ともに速度が向上した箇所数を示す

２．主要渋滞箇所のフォローアップについて 【一般道路】

3

福岡県内の主要渋滞箇所と
H25.1以降に整備された
主な道路事業

平成25年1月以降に
整備された

主な道路事業

※主要渋滞箇所の交通状況に
影響があると思われる事業

凡 例

＜主要渋滞箇所＞

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

＜道路種別＞

高速道路

一般県道以上

市町村道

御供所町交差点改良
平成27年3月26日

浮羽バイパス
平成25年12月7日

L=1.3km開通

今宿道路拡幅
平成27年3月14日

L=2.2km開通

今宿道路拡幅
平成25年4月19日

L=1.3km開通

行橋インター関連
平成26年3月9日

L=4.2km開通

(都)東合川野伏間線
平成26年3月21日

L=1.3km開通

八女筑後バイパス
平成25年5月25日

L=1.16km開通
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２．主要渋滞箇所のフォローアップについて（対策完了箇所：国道202号 今宿道路拡幅） 福岡国道事務所

今宿道路拡幅
（H25.4.19）

今宿道路拡幅
（H27.3.14）

○平成25年4月に今宿道路（国道202号バイパス）飯氏交差点～波多江交差点間の4車線整備が完了したことにより、概ね渋滞が
解消し、救急活動の迅速化や通勤通学・買い物などの利便性向上を実感

○現地状況を見ても過度な交通集中や渋滞は発生していないが、最新プローブデータによる分析結果では信号待ちによる滞留等の
影響もあり20km/h未満となっているため、「経過観察」として引き続きモニタリングを実施

■ 最新データによる波多江交差点の平均速度

進入方向
平均速度（km/h）

平日朝 平日夕 休日昼

①国道202号 ［東］ 14.3 14.6 11.5
②国道202号 ［西］ 15.7 16.1 13.8
③県道563号 ［北］ 15.1 13.3 13.6
④県道563号 ［南］ 22.7 22.3 21.3

データ：プローブデータ（H27.3～H28.2平均）
※赤字は主要渋滞箇所の選定基準に該当

●概ね混雑が解消

・今宿道路（国道202号バイパス）飯氏交差点～波多江交差点間（延長：
1.7km）が平成25年4月19日（金）に4車線整備が完了

・平日や休日ともに概ね混雑は解消。

▲整備前後の今宿道路の交通状況

▲今宿バイパスの整備概要

●今宿道路の整備概要

・４車線化により渋滞を避けた迂回搬送が解消し救急活動が迅速化
され、沿線住民の方の様々な生活の利便性が向上したと回答

●救急活動、通勤通学・買い物面で整備効果を実感
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※渋滞発生回数：信号２回待ちの車両が発生する回数
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２．主要渋滞箇所のフォローアップについて（対策完了箇所：国道210号 浮羽バイパス） 福岡国道事務所

浮羽バイパス
2車線開通
（H25.12.7）

○平成25年12月に浮羽バイパスの田主丸～常盤間が暫定2車線整備されたことにより、現道からの交通量の転換が図られ、主要
渋滞箇所の東町交差点の渋滞が約75％減少

○しかしまだ部分開通段階であり、現地状況を見ても渋滞が残存、且つ最新プローブデータによる分析結果でも20km/h未満となっ
ているため、「経過観察」として引き続きモニタリングを実施

■ 最新データによる東町交差点の平均速度

進入方向
平均速度（km/h）

平日朝 平日夕 休日昼

①市道 ［北］ 9.5 8.2 8.1
②県道729号 ［南］ 13.0 9.6 12.7
③国道210号 ［西］ 16.7 13.9 16.6
④国道210号 ［東］ 8.6 7.3 8.7

●主要渋滞箇所である東町交差点の渋滞時間が大幅に減少●浮羽バイパスの整備概要

・国道210号浮羽バイパス田主丸～常盤間（延長1.3km）が平成25年
12月7日（土）に暫定2車線整備が完了

●交通流動の変化により現道利用交通が約２割弱減少

データ：プローブデータ（H27.3～H28.2平均）
※赤字は主要渋滞箇所の選定基準に該当
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２．主要渋滞箇所のフォローアップについて（対策完了箇所：国道202号 御供所町交差点改良） 福岡国道事務所

○平成27年3月に主要渋滞区間内にある御供所町交差点改良が整備されたことにより、交差点直前の車線変更減少に伴い交差点
通過時の円滑性が向上

○しかし単独交差点の改良であり、主要渋滞区間全体でみると最新プローブデータによる分析結果でも20km/h未満となっている箇
所が多いため、「経過観察」として引き続きモニタリングを実施

■ 最新データによる御供所町交差点の平均速度

進入方向
平均速度（km/h）

平日朝 平日夕 休日昼

①国道202号 ［北東］ 17.9 11.0 12.5
②国道202号 ［南西］ 43.4 42.2 43.1
③市道 ［南］ 8.4 9.0 8.1

●交差点通過時間が減少し、渋滞が解消●御供所町交差点の整備概要

・交差点のコンパクト化及び交差点手前の直進レーンを2車線化し、
直進車の車線変更を低減するとともに、右折レーンを設置

●直進車の車線変更が減少、事故が減少

データ：プローブデータ（H27.3～H28.2平均）
※赤字は主要渋滞箇所の選定基準に該当
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２．主要渋滞箇所のフォローアップについて（対策完了箇所：国道201号 行橋インター関連） 北九州国道事務所

○平成26年3月に国道201号バイパス（行橋インター関連事業）が暫定２車線整備されたことにより、行事交差点（主要渋滞箇所）の
渋滞が解消するとともに、円滑な物流活動や救急活動の支援に寄与

○現地状況を見ても過度な交通集中や渋滞は発生していないが、最新プローブデータによる分析結果では信号待ちによる滞留等の
影響もあり20km/h未満となっているため、「経過観察」として引き続きモニタリングを実施

■ 最新データによる行事交差点の平均速度

進入方向
平均速度（km/h）

平日朝 平日夕 休日昼

①国道201号 ［北］ 32.7 28.6 30.5

②県道28号 ［南］ 13.4 12.5 13.3

③国道201号 ［西］ 5.2 4.7 5.3

●主要導線方向の速度が改善●行橋インター関連の整備概要

供用前
（Ｈ21.7）

供用後
（Ｈ26.6）

■供用前（H25.11朝ピーク） ■供用後（H26.3朝ピーク時）

交通量の変化 渋滞長の変化

方
向
①

方
向
②

供用後

データ：プローブデータ（供用前：H25.7（平日朝ピーク）、供用後：H27.7（平日朝ピーク））

行事
行事

供用前

行橋IC

：10km/h未満

：10～20km/h
：20～30km/h
：30～40km/h
：40km/h以上

：10km/h未満

：10～20km/h
：20～30km/h
：30～40km/h
：40km/h以上

速度改善

・国道201号バイパス（行橋インター関連事業）が平成26年3月9日（日）
に暫定2車線整備が完了

●交通流動の変化により、現道交通量減少・渋滞解消

供用前
（Ｈ21.7）

供用後
（Ｈ26.6）

方向①

方向②

データ：プローブデータ（H27.3～H28.2平均）
※赤字は主要渋滞箇所の選定基準に該当

20km/h未満 20～30km/h
30～40km/h 40～50km/h
50km/h以上
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２．主要渋滞箇所のフォローアップについて（対策完了箇所：国道442号 八女筑後バイパス） 福岡県

8

○平成25年5月に国道442号八女筑後バイパスが整備されたことにより、国道３号北西方向からの交通が減少し、渋滞が緩和
○現地状況を見ても過度な交通集中や渋滞は発生していないが、最新プローブデータによる分析結果では20km/h未満となっている

ため、「経過観察」として引き続きモニタリングを実施

■ 最新データによる納楚交差点の平均速度

進入方向
平均速度（km/h）

平日朝 平日夕 休日昼

①国道3号 ［北西］ 31.2 22.3 23.7
②国道3号 ［南東］ 14.7 11.9 13.9
③国道442号 ［西］ 23.8 16.2 21.1
④国道442号 ［東］ 20.7 16.4 19.5

●交通流動の変化により国道３号の交通量が減少●八女筑後バイパスの整備概要

単位：台/昼間12時間

八女筑後バイパス 供用（0車線→2車線）
H25.5.25 L=1.2km

納楚

断面Ａ

・国道442号バイパス（八女筑後バイパス）が平成25年5月25日（土）
に整備が完了

・バイパス整備区間の交通量約6,000台の内、国道３号から約3,000台が転換

断面A 国道3号 国道442号

供用前
（H25.3）

約11,000 －

供用後
（H25.6）

約8,000 約6,000

増減 約-3,000 約6,000

データ：プローブデータ（H27.3～H28.2平均）
※赤字は主要渋滞箇所の選定基準に該当
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○福岡県内の高速道路の主要渋滞箇所は、高速道路で１０箇所、福岡都市高速で１４箇所指定
○今後、高速道路の主要渋滞箇所についても最新データによるモニタリングを実施
○また、状況や要因を踏まえ、効果的な対策をソフト・ハードの両面から検討

主要渋滞箇所数

高速道路 10箇所

福岡都市高速 14箇所

▼福岡県内の主要渋滞箇所（高速道路）

２．主要渋滞箇所のフォローアップについて 【高速道路】

▼主要渋滞箇所（高速道路） 福岡県



２．主要渋滞箇所のフォローアップについて（周辺環境変化による新たな渋滞発生事例）
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■北九州空港IC ⇒ 空港入口交差点の旅行速度（上り）（km/h）
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■空港入口交差点 ⇒ 北九州空港ICの旅行速度（下り）（km/h）
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114

119

124

129

134

H24 H25 H26 H27

○空港・ＩＣ入口交差点は、朝・夕のピーク時に著しい速度
低下が発生しており、北九州空港と高速道路間の円滑な
走行に支障をきたす唯一の区間となっている。
［平均速度 平日朝ﾋﾟｰｸ上り12.6km/h・下り14.6km/h］

○H24年度（主要渋滞箇所抽出時）に比べ、北九州空港の
利用者増加や隣接工業団地の分譲開始、東九州自動車
道の北九州市～宮崎市間全線供用(H28.4月)など、今後
も交通量の増大が見込まれる。

⇒今年度、交差点の立体化について事業化

▼主要渋滞箇所（一般道）の選定基準

※H28.2福岡県交通渋滞対策協議会WG資料より

曜日・時間帯

平日 朝（7時～9時）

平日 夕（17時～19時）

選定基準

平均速度20km/h未満
※いずれか一方向

　　 でも該当する箇所

【基準に該当】

【基準に該当】

＜苅田北九州空港ＩＣ～北九州空港間の平日時間帯別旅行速度＞

＜空港・IC入口交差点における平日時間帯別旅行速度＞

【空港・IC入口交差点の
ﾋﾟｰｸ時最大滞留状況】

北九州市

北九州空港

空港・IC入口

空港入口

トヨタ九州苅田

松山城跡下

空港・ＩＣ入口

苅田臨空産業団地

北九州市
小倉南区

苅田町

北九州空港

苅田北九州空港ＩＣ

写真①

写真①

苅田町

行橋市

下関市

＜北九州空港利用者数の推移＞

利
用

者
数

（
万

人
）

117万人

124万人
125万人

11％増加

新松山臨海工業団地
平成27年4月分譲開始

東九州自動車道全線開通
（椎田南IC～豊前IC；H28.4.24 開通に

より、北九州市から宮崎市間が接続）

東九州自動車道
苅田北九州空港IC～行橋IC
（H26.3.23開通）

130万人

ﾃﾞｰﾀ出典；国土交通省大阪航空局HPより

※H27年度は
速報値

空港・ＩＣ入口 松山城跡下

苅田臨空産業団地 トヨタ九州苅田 空港入口
苅田北九州

空港ＩＣ
空
港

新北九州空港連絡道路

空港IC入口交差点付近で著しい速度
低下が発生（円滑な走行に支障）

空港IC入口交差点付近で著しい速度低
下が発生（円滑な走行に支障）

12.6 13.5 15.3 13.9

14.6 13.4 16.0 14.9

旅行速度が20km/h未満

旅行速度が20km/h未満

（上り）

（下り）

■新たな混雑箇所の事例紹介(空港・IC入口交差点)

10
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３．今後の渋滞対策の方向性について

(1)対策方針について

至 本州方面

至 佐賀方面

至 大分方面

至 熊本方面

至 佐賀方面

特に流動が多い
区間 (500百台/日以上)

流動が多い区間
(300百台/日以上)

福岡市、北九州市、

久留米市に主要渋滞
箇所の約７割が集中

大分県

佐賀県

熊本県

福岡地域

筑豊地域

筑後地域

北九州地域
北九州市

福岡市

久留米市

飯塚市

甘木・朝倉

＜主要渋滞箇所＞

＜道路種別＞

主要渋滞箇所

高速道路
一般県道以上
市町村道

・平成２７年度：各エリアの基本方針を策定
（平成27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会（H27.8開催）で確認）

・平成２８年度：基本方針に基づく各エリア毎の具体的な対策を検討

福岡県の主な自動車交通流動

渋滞対策の基本方針（Ｈ２７．８公表）

福岡県

全体

○バイパス整備等による交通容量の拡大

○交差点改良等の局所的な対策を推進

○ソフト対策による渋滞軽減への取組を図る

○主要渋滞箇所が集中する地域を中心として、関係者で構成
されるエリアワーキング等を設立し、更なる対策検討を実施

福岡

地域

○国道３号博多バイパス、福岡東環状線等の整備を推進

○地下鉄の延伸等による公共交通の機能強化

○交通マネジメントを推進

筑後

地域

○国道３号鳥栖久留米道路等の整備による環状道路形成

○公共交通の利便性の向上等を図る

北九州

地域

○国道３号黒崎バイパス、（都）戸畑枝光線等の整備を推進

○交通マネジメント等の取組を推進

筑豊

地域

○飯塚庄内田川ﾊﾞｲﾊﾟｽ、香春拡幅等の整備を推進

○個別交差点の対策による渋滞軽減への取組を推進
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３．今後の渋滞対策の方向性について

・主要渋滞箇所の効果的かつ効率的な渋滞対策の推進に向け、以下の資料を整備し、現地の状況、要因、既存対策の有無
の情報共有を図るとともに、今後の対策検討に活用する。

①主要渋滞箇所の渋滞発生状況（プローブデータ）
②主要渋滞箇所の渋滞要因（現地踏査等）
③既存対策（事業中箇所）によって、解消・緩和効果が見込まれる箇所
④上記を整理した一覧表並びに箇所別カルテを整備

渋滞要因 抽出基準

交通需要 センサス混雑度が1以上 H22センサスの混雑度が１以上の場合にチェック

交差点形状
・道路構造

変形交差点 交差道路の交差角が鋭角の場合にチェック（目安として60度未満（道路構造令の特例値未満））

５差路交差点 交差道路が５以上の交差点の場合にチェック

左折専用車線の未整備・不足 左折交通が多く、左折専用車線が未整備又は不足して後続車両に影響を及ぼしている場合にチェック

右折専用車線の未整備・不足 右折交通が多く、右折専用車線が未整備又は不足して後続車両に影響を及ぼしている場合にチェック

交差点が連続 信号交差点が連続し、信号停止により容量低下を引き起こしている場合にチェック

車線減少 車線数が減少してボトルネックとなっている場合にチェック

信号運用 信号現示 現状の信号現示により渋滞が発生している場合にチェック

沿道環境

沿道出入による阻害 沿道施設への出入交通が多く、後続車両に影響を及ぼしている場合にチェック

路上駐車による阻害 路上駐車が多く、走行車両に影響を及ぼしている場合にチェック

バスポケットが不足 バス停車により後続車両に影響を及ぼしている場合にチェック

横断歩行者待ち 横断歩行者が多く、右左折交通に影響を及ぼしている場合にチェック

踏切遮断待ち 踏切遮断により渋滞が発生している場合にチェック

その他 例）縦断勾配による速度低下、先詰まり、など

・既存データや現地踏査等から下記の項目について確認し、渋滞要因を整理

■渋滞要因の抽出基準（一般道路）

平成27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会ＷＧ（H28.2開催）で確認済み

(2)渋滞要因の整理と対策の実施状況



既存対策案あり

50％

経過観察

14％

対策検討中

36％

既存対策案あり

60％

経過観察

11％

対策検討中

29％

既存対策案あり

40％

経過観察

20％

対策検討中

40％

既存対策案あり

37％

経過観察

4％

対策検討中

58％

福岡エリア 北九州エリア

筑後エリア 筑豊エリア

福岡県全体

渋
滞
要
因
構
成
比

対
策
状
況

34%

3%

3%

2%

13%

8%

2%

14%

3%

0%

5%

6%

2%

6%

混雑度が１以上

変形交差点

多差路交差点

左折車線未整備・不足

右折車線未整備・不足

交差点連続

車線減少

信号現示

沿道出入阻害

路上駐車阻害

バスポケット不足

横断歩行者阻害

踏切遮断

交 通 需 要

交
差
点
形

状

・
道
路
構

造

信 号 運 用
沿
道

環
境

そ の 他

交通需要

信号運用

その他

沿
道
環
境

道
路
構
造

交
差
点
形
状

・福岡県の主要渋滞箇所の渋滞要因は、交通容量の不足が約３割で最も多い。
・また、既存対策により約４割の主要渋滞箇所の渋滞解消・緩和効果が見込まれるが、対策検討中箇所も約５割。
・特に、「福岡エリア」は、県全体の半数以上の主要渋滞箇所が集中し、対策検討中となっている箇所が半数以上存在する。

※H28.1末現在

181
箇所

※既存対策有とは事業中箇所整備後に渋滞解消・緩和が見込まれる箇所、経過観察とは対策事業実施済の箇所。 13

113
箇所

28
箇所

35
箇所

5
箇所

３．今後の渋滞対策の方向性について

一般道路の渋滞要因と既存対策の状況確認

既存対策案あり

43％

経過観察

11％

対策検討中

46％

平成27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会ＷＧ（H28.2開催）で確認



３．今後の渋滞対策の方向性について

１．福岡地域の概況

２．対策の方向性

概要

福岡

地域の

状況

・県都である福岡市が属する地域であり、人口集中地区は福岡市周辺地域
まで拡がっており、主要渋滞箇所も福岡市周辺に集中している(地域の約
7割)。

・JR線、地下鉄線、道路としては南北軸を形成する九州縦貫道、国道３号、
東西軸を形成している国道202号、及び環状道路である都市高速道路な
ど交通網が発達しており、各駅等を中心として商業施設等の集積がある。

・九州、アジアの交流・物流拠点として更なる発展が期待されている。

道路

交通

状況

・都心部への過度な自動車交通の集中に伴う交通容量の不足に加え、特に
都心部では近接した信号交差点間隔等による速度低下に拍車がかかっ
ているため、都心部やアクセス道路において渋滞が発生している。（主要
渋滞箇所１１３箇所）

・福岡市域を通過し、北九州方面と久留米方面を連絡する通過交通も多い。

・また、高速道路及び福岡都市高速道路では、一部の区間で交通集中によ
り渋滞が発生している（主要渋滞箇所１８箇所）。

概要

総合

対策等

・広域的な主要幹線道路の整備を進めると共に、高速道路への交通誘導な
ど、既存の道路ネットワークの機能をより効果的に発揮させることで、福
岡市域を通過する不要な自動車交通の分散化を図る。

・交差点改良などの道路交通環境の改善を図るとともに、公共交通への利
用転換に資する機能強化や交通マネジメントの推進を図る。

道路

整備

・都心部へのアクセス道路及び都市計画道路等の整備

・福岡地域のボトルネックとなる交差点の改良

■関係者で構成されるエリアワーキングにおいて、福岡地域全体を対象に対策検討及び対策効果を検証してまいります。

■国道３号博多バイパス、福岡東環状線等の整備を進めるとともに、地下鉄の延伸等による公共交通の機能強化や、交通マネジメ
ントを推進してまいります。

（エリアWG体制） 道路管理者 福岡県警 公共交通事業者等

基本方針

３．福岡市周辺の主要渋滞箇所と対策の方向性

【エリア全体】
公共交通の機能強化

交通マネジメントの推進
都市計画道路等の整備

ボトルネック交差点の改良

至 北九州方面

至 久留米方面

至 糸島
方面

福岡都心部

都心部に関係
の無い通過交

通が多い

都心部へのアク
セス交通が集中

都心部へのアク
セス交通が集中

都心部へのア
クセス交通が

集中

赤字：主な交通流動
緑字：対策の方向性

環状道路の
整備

アクセス道路の容量確保、
流入交通量の削減

流入交通量
の削減

アクセス道路
の容量確保、
流入交通量

の削減

至 飯塚方面

都心部への
アクセス交通

が集中

＜主要渋滞箇所＞

＜道路種別＞

主要渋滞箇所

高速道路
一般県道以上
市町村道

＜区間・エリア＞

主要渋滞区間

(3)対策の検討状況（福岡エリア）

平成27年度 第1回 福岡県交通渋滞対策協議会（H27.8開催）

14
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３．今後の渋滞対策の方向性について

※交通流動は現況交通量配分（H17OD）より集計、断面交通容量比はH22センサスより集計（高速道路を除く）

・福岡エリアでは、都市機能や都市施設が集積する福岡都心部等へ流出入する交通が約73万台と多く、都心部等へのアクセス

交通が８割以上を占めている（約63万台）

・また、福岡都心部等に用事の無い通過交通が約10万台も存在（特に、東部方面⇔南部方面において通過交通全体の約半数を

占める）

・放射幹線軸では、東部方面・南部方面の断面交通容量が不足

◆福岡エリアの交通流動と断面交通容量比

①福岡エリアの交通流動と断面混雑度

都心・周辺発着交通
都心・周辺通過交通
都心・周辺流出入交通（発着＋通過）

都心・周辺発着交通
都心・周辺通過交通
都心・周辺流出入交通（発着＋通過）

東部方面

西部方面

西南部方面

南部方面

新宮断面：1.50

都心南部断面：1.30

糟屋断面：1.19

都心西部断面：1.01

今宿断面：1.07

都心西南部断面：1.02

都心・周辺

32.7万台

26.0万台8.2万台

16.4万台

都心東部断面：1.45

太宰府断面：1.00

通過交通を都心部に流入させない方策
が必要（広域的な主要幹線道路の整備、
高速道路への交通誘導など）



21.9%

26.1%

18.0% 20.0% 22.0% 24.0% 26.0% 28.0%

選定時

(H24.4-

H24.8)

最新

(H27.3-

H28.2)

20km/h未満の延長割合（福岡市内）

68

71

60 65 70 75

Ｈ22

Ｈ26

福岡市の自動車保有台数（万台） 16

３．今後の渋滞対策の方向性について

・福岡エリアの幹線道路の走行速度は、平日の混雑時には面的に20km/h未満に速度が低下

・休日の昼間には、都心部・中心部のほか、主要観光施設周辺や大規模商業施設周辺などで混雑が発生

・交差点改良などの道路交通環境の改善を図るとともに、公共交通への利用転換に資する機能強化や交通マネジメントを推進

◆福岡エリアの幹線道路の走行速度 ◆福岡エリアの幹線道路の走行速度

データ：プローブデータ（H27.3～H28.2 休日昼間12時間平均）
※センサス道路を対象（高速道路、都市高速道路を除く）

データ：プローブデータ（H27.3～H28.2 平日朝7-9時、夕17-19時平均の低い方）
※センサス道路を対象（高速道路、都市高速道路を除く）

平日：混雑時 休日：昼間

都心部福岡ドーム
福岡タワー

大規模
商業施設

大野城
春日中心部

香椎
副都心

太宰府
天満宮

大規模
商業施設

大規模
商業施設

面的に
速度低下

福岡市内の時間帯別平均速度（平日）
福岡市内の時間帯別平均速度（休日）

20km/h未満
20-30km/h
30-40km/h
40-50km/h
50km/h以上

20km/h未満
20-30km/h
30-40km/h
40-50km/h
50km/h以上

②福岡エリアの交通状況

0

5

10

15

20

25

30

7
時

台

8
時

台

9
時

台

10
時

台

11
時

台

12
時

台

13
時

台

14
時

台

15
時

台

16
時

台

17
時

台

18
時

台

平
均

速
度

（
km

/
h
）

平
均

速
度

（
km

/
h
）

平
均

速
度

（
km

/
h
）

0

5

10

15

20

25

30

7時
台

8時
台

9時
台

1
0時

台

1
1時

台

1
2時

台

1
3時

台

1
4時

台

1
5時

台

1
6時

台

1
7時

台

1
8時

台

平
均

速
度

（
km

/
h）

平均速度は全時間帯において
20km/h程度で推移

平均速度は夕方に向けて
20km/h程度まで低下

146

154

140 145 150 155 160

Ｈ22

Ｈ27

福岡市の人口（万人）

約8万人増加
（+5％）

約3万台増加
（+5％）

◆福岡市の状況変化

①人口 ：＋５％
②自動車保有台数 ：＋５％
③速度20km/h未満延長割合
平日ピーク ：＋５％
休日昼間平均 ：＋４％

32.7%

37.6%

30.0% 32.0% 34.0% 36.0% 38.0% 40.0%

選定時

(H24.4-

H24.8)

最新

(H27.3-

H28.2)

20km/h未満の延長割合（福岡市内）

約5％
増加

約4％
増加

データ：プローブデータ ※センサス道路を対象として集計（高速道路、都市高速道路を除く）

福岡市内の20km/h未満
延長割合（平日ピーク時）

福岡市内の20km/h未満
延長割合（休日昼間12H）

福岡市内の人口 福岡市内の
自動車保有台数

データ：国勢調査 ※二輪車除く

特に休日の都心部においては、都心部周辺
の既存道路ネットワークを活用した取組が
必要（公共交通への利用転換に資する機能
強化や交通マネジメントの推進）



0.0

20.0

40.0

現況（H25） 将来（H42）

18km/h

30km/h

（km/h）

17

４．渋滞対策の取組事例について 福岡国道事務所

(1)ハード対策実施事例：博多バイパス（Ｈ29供用予定）
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写真①（御島橋交差点付近） ▲近年（2～3年）の国道3号渋滞状況に関する意見

資料：WEBアンケート調査結果（H26.6）

物流センター(H26)

H25完成

IKEA(H24)

東
浜
１

千
鳥
橋

福
岡
中
前

箱
崎
４

中
央
入
口

名
島
東

城
浜
団
地

下
原

産
大
前

香
椎
浜
団
地

18km/h 22km/h23km/h

32km/h

25km/h
30km/h

24km/h

36km/h34km/h 36km/h

地点①

▲国道３号の朝・夕ピーク時速度

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

現況(H25) 将来(H42)

77,266
(国道3号)

55,600
(博多バイパス)

102,000

46,400
(国道3号)

（台/日）

▲国道3号(香椎参道口)交通量の変化（地点①）

資料：H25福岡市交通量調査結果、交通量推計結果(H42)

至 古賀市

N=
349

▲旅行速度の変化
資料：プローブデータ(H25.3～H26.2)、交通量推計結果(H42)

※現況はプローブデータによる混雑時速度(朝8～9時台、夕17～18時)
将来は交通量推計結果

※香椎浜団地～香椎参道口交差点間集計(上下線平均)

12km/h向上

資料：プローブデータ（H25.3～H26.2）
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●対策概要 ●期待される対策効果

・博多バイパスは、福岡空港・博多港など、広域物流拠点が集積する福岡市東部地域における国道
３号の渋滞緩和及び物流効率化を目的とした道路であり、全体計画7.7kmのうち4.4kmが開通済、
残る3.3kmは平成29年度の全線開通を予定

・周辺開発の進展等により、国道３号現道の交通量は約７万台/日に達し、博多バイパス未整備区
間の並行現道では、主要渋滞箇所が連担、地域住民の約６割が渋滞悪化を指摘

・博多バイパスの整備により、現道国道３号の交通が
約４割転換することで、交通混雑の緩和が期待され
るとともに、旅行速度が20km/h以上に向上。

現道国道３号の
交通が約４割転換

出典：平成26年事業評価監視委員会資料を参考として作成
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(2)ハード対策実施事例：国道202号御供所町交差点改良事業

○交差点のコンパクト化及び交差点手前の直進レーンの2車線化、右折レーン設置が完了（平成27年3月）
○これにより、直進車の無理な車線変更の減少や、右折車により直進車が阻害による渋滞が解消し、ドライバーの安心感も向上

○直進しているつもりが、いつのまにか左折レーン
に入っている

○直進レーンに急いで戻るために急な車線変更を
して、後続車と衝突しそうになる

○右折車によって直進車が阻害され、追突しそうになる。

御供所町 至

国
道
3
号

至 博多駅

至

天
神

【下り線】

【上り線】

緑橋

【対策前】緑橋交差点を過ぎると直進レーンが減少、危険な交通の原因に！

右折車による直進車の
阻害台数が約9割減少

【上り線】

○緑橋交差点を過ぎても、直進レーンを2車線確保
○右折レーンを設置し、直進阻害を解消
○コンパクト化により、変則的な交差点形状を解消

至

国
道
3
号

至 博多駅

至

天
神

御供所町

緑橋

【下り線】

（台/12h）

至 天神

至 国道3号

至 博多駅

当該箇所

御供所町交差点

位置図

ご く し ょ ま ち

・直進レーンが2車線から1車線へ減少してい
るため、無理な車線変更に伴う追突事故や、
右折車による直進車阻害に起因する渋滞が
発生

・交差点のコンパクト化及び交差点手前の直
進レーンを2車線化し、直進車の車線変更を
低減するとともに、右折レーンを設置

●直進車の車線変更が減少、事故が減少

【対策後】直進レーンの2車線化により安全でスムーズな交通環に！

●交差点通過時間が減少し、渋滞が解消

○いつも天神方面へ直進しようと思ったら、左折レーンを走行していたので、あわてて直進
レーンに車線変更していたところだったので、以前より良くなったので良いと思います。
【一般利用者】

○カラー化によって走行レーンが解りやすいです。
（地理に不慣れな方でも走行しやすいと思います。）
【対象箇所周辺の企業の方】

▲直進レーンへの車線変更台数
（緑橋～御供所町交差点間）

▲右折車による直進阻害台数
（緑橋～御供所町交差点間）

交差点手前での直進レーン
への車線変更が約6割減少

●交差点改良の整備概要
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※NAVITIMEデータ（昼間12H平均通過時間）

▲直進方向の通過時間
（国道３号→至 天神方面）

▲左折方向の通過時間
（国道３号→至 博多駅方面）

直進レーン２車線化により
通過時間が短縮

２車線→１車線となったが
通過時間は短縮

解消
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４．渋滞対策の取組事例について 福岡県

(3)ソフト対策実施事例：公共交通の利用促進

●対策概要

・福岡県内の路線バスは、マイカー利用の増加等による利用者減により、H21～
H25年度の5ヶ年で、合計150区間、約546ｋｍ（福岡～琵琶湖間相当）が廃止

・福岡県では公共交通の利用促進を図るため、公共交通の利便性を高めるとと
もに、モビリティ・マネジメントとして様々な啓発活動の実施、公共交通に関連す
る情報配布等を実施

●啓発活動例

●対策効果

※モビリティ・マネジメント：
多様な交通施策を活用し、個人や組織・地域のモビリティ（移動状況）が社会にも
個人にも望ましい方向へ自発的に変化することを促す取組み

・各交通事業者と連携して、公共交通に関連する情報（公共交通グッズ）を提供
・福岡市では、転入手続きに来た転入者を対象に公共交通グッズを提供
・また、エリア別対策として、福岡市アイランドシティでは、バスダイヤ改正のチラ

シ配布、居住者や事業所を対象とした交通手段の実態調査（アンケート調査）
実施、アイランドシティ版公共交通利用ガイド（ﾎﾟｹｯﾄｻｲｽﾞ）配布を実施

・「鉄道の日」に合わせて開催されるイベントに福岡県のゆるキャラ“エコトン”が
参加して「公共交通とクルマのかしこい使い方」のパネル展示やチラシ配布

・「福岡県生活交通確保対策会議」では、路線バスの利用者増を図るため、（一
社）福岡県バス協会及び県内路線バス事業者と協力し、キャンペーンを実施し、
県内各地でギャラリーバスの運行や市町村の啓発活動を実施

・福岡市では、WeLove天神協議会が策定した天神交通戦略2012や博多まちづく
り推進協議会が策定した博多まちづくりガイドライン2014に基づき、啓発・PRイ
ベントを実施

●情報提供例

▲公共交通とクルマの「かしこい使い方」 ▲ギャラリーバス運行

▲啓発パネルの展示 ▲宣言ボードへの記名呼びかけ

▲公共交通関連情報（福岡県）

・他都市のバス利用者が減少する中、ほぼ横ばいを保っている

▲地方中枢都市におけるバス乗車人員の推移

▲公共交通グッズ例（福岡市）

▲配布部数等の推移（福岡市） ▲公共交通ガイドアイランドシティ版（福岡市）
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４．渋滞対策の取組事例について 福岡国道事務所・福岡市

(4)ソフト対策実施事例：モビリティマネジメント

▲ 「まち歩かんね、クルマ減らさんね運動」の立ち上げによる効果波及イメージ

●対策概要

・天神地区や博多地区は、公共交通の利便性が高いにもかかわらず、高い自動
車利用による様々な交通問題（道路混雑・環境負荷・交通事故等）が発生

・平成17 年度から『「かしこいクルマの使い方」を考えるプロジェクト』に取り組み、
平成21年に、「福岡モビリティ・マネジメント推進連絡会（Fuku-POMM）」を設立

・福岡市のモビリティ向上を目指し、関係機関が主体となって実施する取組に関
する情報共有・意見交換・連携手法の検討を実施しており、その一環として、
「まち歩かんね、クルマ減らさんね運動」を立ち上げ

●「まち歩かんね、クルマ減らさんね運動」

・運動自体が単独でうごくものではなく、各関係機関が既に実施している公共交
通利用促進策に関する情報を一元的集約、利用者に発信する媒体として活動

・会員の参加では、モビ天・モビ博等の既存のイベント開催時に現地で取り組ん
でいる公共交通利用促進策とコラボレーションを実施

・運動会員が増え、継続参加してもらうほど、「公共交通を中心としたライフスタイ
ルの定着」、「まちへの愛着の醸成」が図られ、交通問題の解消効果が期待

●対策実施状況

●今後の取り組み

▲「まち歩かんね、クルマ減らさんね運動」の会員数推移

▲運動に対する評価
（WEBｱﾝｹｰﾄ）

▲運動への参加意向
（WEBｱﾝｹｰﾄ）

・平成27年度は試行として、事務局独自開催による会員獲得活動を４回実施



４．渋滞対策の取組事例について 北九州市

(5)ソフト対策実施事例：モビリティマネジメント

●対策概要

・地域・企業・学校等を対象に「モビリティマネジメント（MM）」を実施し、
徒歩・自転車・公共交通への自発的な行動の変容を促進。

・具体的には、地域MMや学校MM、情報提供ツール（公共交通マッ
プ）の更なる充実を図りながら、行政と交通事業者との協同による
公共交通利用促進イベントについても効果的に実施。

・企業MMについては、ノーマイカーデーの賛同企業を増やしていく努
力を重ねながら、参加しやすい効果的な取り組みを検討。

●実施状況

【地域ＭＭ】
・八幡西区・若松区の転入者ＭＭ及び公共交通マップ作成

H24年度～実施中

【学校ＭＭ】
・学習資料作成、出前授業実施

（H21～H25年度末までに15校、40クラスで実施）

【企業ＭＭ】
・ＴＯＴＯ朽網工場でマイカー通勤者100人にアンケート実施

（H22年度）

【市役所ＭＭ】
・全市職員のうちマイカー通勤3,454人にアンケート実施（H22年度）

【ノーマイカーデー】
・毎週水曜日をノーマイカーデーに設定（H22年度）

【関連イベント】
・エコライフステージ、モノレールまつり、ちくてつまつり等（H21年度）
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＜主要交通拠点間の機能高度化＞
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４．渋滞対策の取組事例について 福岡県・福岡市

(6)ソフト対策実施事例：パークアンドライド

●対策概要

・福岡県内では、様々な地域でパークアンドライドを実施しており、特に商業施
設などと連携したパークアンドライド駐車場を確保

・公共交通機関の定期券等を利用している方が、駐車料金の割引等の優待
サービスを受けることができる駐車場も多い

※パークアンドライド：自宅から最寄りの駅や停留所、目的地の手前まで自動車で
行って駐車し、そこから公共交通機関を利用して目的地までアクセスするシステム

●公共交通機関

【ＪＲ沿線】
・ＪＲ西日本沿線（山陽新幹線）
・ＪＲ九州沿線（九州新幹線）
・ＪＲ九州沿線（鹿児島本線、若松線、福北ゆたか線、久大本線、香椎線、筑
肥線、日豊本線、日田彦山線）

【ＪＲ沿線以外】
・西鉄沿線（天神大牟田線、貝塚線、甘木線）
・甘木鉄道沿線
・福岡市営地下鉄沿線（空港線、箱崎線、七隈線）
・北九州モノレール沿線
・平成筑豊鉄道沿線（伊田線、田川線）
・筑豊電気鉄道沿線
・高速バス沿線
・路線バス沿線（北九州市営バス、西鉄バス、ＪＲ九州バス）

●対象施設例

●利用状況（商業施設）

■契約台数増加に向けたＰＲ
・バスの日イベントに合わせたチラシの配布
・かしいかえん周辺の住居や保育園などへのチラシの配布

■社会実験を経た本格運行への移行
・かしいかえん（社会実験期間を１年間延長：Ｈ26.11.4-Ｈ29.3.31）

■新規施設への拡大
・パークアンドライドの対象施設は、最寄りの鉄道駅やバス停にアクセスしやすく、

都心部まで一定程度離れた場所であることが望ましいという分析結果を踏まえ、
これらの条件に合致する商業施設などとの連携を図る

●今後の取り組み

・福岡市が商業施設等と連携している駐車場の利用台数は平成26年度末時点で
158台であったが、平成27年度10月末時点では177台（約１割増加）と増加傾向

・今後、社会実験から本格運行に伴い更なる利用促進を期待（イオンモール福津
ではH28年4月1日から本格運用開始）

対象施設 台数 料金 運用段階 利用条件 都心ｱｸｾｽ

かしいかえん 33台 4,000円社会実験中西鉄貝塚線定期券提示 西鉄

木の葉ﾓｰﾙ橋本 50台 6,000円 本格運用 地下鉄定期券提示 地下鉄

ｲｵﾝﾓｰﾙ香椎浜 70台 5,000円 本格運用 交通ICｶー ﾄ゙提示 ﾊﾞｽ

ｲｵﾝﾓｰﾙ福岡伊都 50台 4,000円 本格運用 JR定期券提示 JR

ｲｵﾝﾓｰﾙ福津 70台 5,000円 本格運用 天神・博多への定期券提示 ﾊﾞｽ、ﾊﾞｽ+JR

※福岡市が商業施設等と連携している駐車場の利用台数



23

４．渋滞対策の取組事例について 福岡市

(7)ソフト対策実施事例：フリンジパーキング

●対策概要 ●対策効果

●今後の取り組み

・福岡市都心部の天神地区では、平成１６～２１年度にわたり、にぎわいイベン
トや初売り時に合わせて、中心部の駐車場入庫待ち等に起因する渋滞緩和を
目的に、天神フリンジパーキングの社会実験を実施

・平成２６・２７年度においても，毎年初売り時に渡辺通りを中心に渋滞が発生し
ていることから、We Love 天神協議会を実施主体（福岡市共催）として都心周
辺部の駐車場を活用した臨時駐車場の社会実験を実施

・駐車需要が見込まれる一定規模以上の建築物の建築に併せ所要の駐車場設
置を義務付けた、附置義務条例の見直しに着手しており、見直し（案）に関する
市民意見を募集（平成28年4月4日～平成28年5月6日）

・特に都心部については、公共交通利用促進策の実施による駐車場設置義務
台数の低減、天神中心部エリア以外への駐車場の隔地化により、中心部への
自動車流入抑止による交通混雑緩和、歩行者との交錯低減を目指す

※フリンジパーキング：都心部来街に際して、都心部周辺の駐車場に駐車し、
そこから公共交通機関等で都心部までアクセスするシステム

①Ｈ27.1.2（金） 9:00～17:00 利用台数 ５５台
H28.1.2（土） 9:00～17:00 利用台数２５２台

②バス運行時間の遅延（那の津口～渡辺通一丁目）
Ｈ２７実施時：９分
Ｈ２８実施時：５分

③利用者へのアンケート
全利用者が「また利用したい」という意向
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４．渋滞対策の取組事例について 福岡市

(8)ソフト・ハード対策実施事例：公共交通環境の整備

●都心循環ＢＲＴの形成

・福岡市では、天神・渡辺通地区、博多駅周辺地区、ウォーターフロント地区の
３拠点間の連携強化と回遊性向上を図るため、バス路線の再編・効率化や都
心周辺部駐車場の確保などとあわせて、鉄道ネットワークと連携した都心循
環ＢＲＴの形成について検討

・H27年度以降は、都心循環ＢＲＴの形成に向けた検討として、試走実施、改良
箇所の交通管理者協議、停留所位置や運行方法、専用走行空間のあり方の
検討に着手

▲連節バス試走の状況

▲連節バス ▲都心循環ＢＲＴのイメージ

●駅前広場の整備・検討【博多駅筑紫口】

・福岡市では、利用者にとってわかりやすく、使いやすい駅前広場とするため、
博多駅筑紫口駅前広場の乗継利便性の向上や交通結節機能の強化、回遊
性の向上などを目指し再整備に向けた検討を実施

・地下鉄七隈線（天神南～博多）開業予定のH32年度を再整備の目途とし、周
辺交通へ与える影響を踏まえながら、共有した概ねの方向性に基づき、今後
も引き続き各関係者と再整備に向けた協議や調整を推進

▲博多駅筑紫口駅前広場が抱える主な課題

▲関係者と共有した再整備の概ねの方向性



４．渋滞対策の取組事例について 北九州市

(9)ソフト対策実施事例：自治体の計画策定による総合的な交通渋滞対策の推進

●計画概要

意
識

公
共
交
通

道
路
交
通

交通渋滞に対するソフト施策の総合交通戦略30施策（★重点施策＝７施策） 渋滞対策に関する施策の内容事例

市
全
域

公
共
交
通
拠
点

公
共
交
通
軸

モビリティマネジメントの実施 ★

公共交通利用者に対する利用特典制度の普及

レンタサイクル・カーシェアリングの普及

エコドライブの推進、低公害車の普及

サイクル＆ライド、パーク＆ライド等の促進

相乗り通勤の普及・促進

交通結節機能の強化 ★

公共交通施設の案内情報の充実

駅前広場の整備

おでかけ交通と他交通機関との結節機能向上

ICカード乗車券の導入及び相互利用

バリアフリー化の推進 ★

交通事業者間の連携強化による公共交通サービスの向上

幹線バス路線の高機能化 ★

筑豊電気鉄道の高機能化 ★

おでかけ交通への支援強化 ★

通勤時の乗合い送迎バスの導入促進

新規鉄道路線の検討

次世代都市交通システムの検討

広域的な交流の活発化に向けた取り組みの促進

都市計画道路の整備・見直し

鉄道連続立体交差化

都市高速道路の有効活用

タクシー利用環境の改善

取締りの強化

タクシー客待ち・荷捌きスペースの有効活用

自転車専用レーンの導入

徒歩・自転車での移動環境・利用環境の改善 ★

道路緑化の促進

新規道路の整備

道
路
交
通
軸

（渋滞対策施策： モビリティマネジメントの実施）
地域・企業・学校等を対象に、「モビリティマネジメン
ト」を実施し、 徒歩・自転車・公共交通への 自発的
な行動の変容を促します。

（渋滞対策施策： 基幹バス路線の高機能化）
幹線バスの定時性・速達性確保と利用促進を図る為、
BRTの導入を視野に入れながら、バス停やバスレー
ン整備を進めます。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

（渋滞対策施策： 通勤時の乗合い送迎バスの導入促進）
市街地臨海部や郊外部の工場等集積地区で、モビ
リティマネジメントと合わせて通勤時の乗合い送迎バ
スの導入を促進します。

（渋滞対策施策： 都市高速道路の有効活用）
大型車の都市高速道路への誘導や一般道路からの
利用転換を促進し、一般道路の混雑緩和や環境負
荷の軽減を図ります。

（渋滞対策施策： 取締りの強化）
違法駐停車の取り締まりを強化することで、路線バ
スや自動車の走行の円滑化を図ります。

▲北九州環境首都総合交通戦略_Ｈ26.8（改訂）

・北九州市では、過度のマイ
カー利用から、地球環境にや
さしいバスや鉄道などの公共
交通や徒歩・自転車への利
用転換を図り、市民の多様な
移動手段が確保された安全
で安心して利用することがで
きる「環境首都としてふさわし
い交通体系」の実現をめざし、
「北九州市環境首都総合交
通戦略」を策定。

・今後も、継続して施策の推進
を図る。

★重点施策

25



４．渋滞対策の取組事例について 北九州市

(10)ソフト対策実施事例：幹線バス路線の高機能化

●施策概要

・主要交通拠点と地域拠点間を結ぶバス機能強化検討区間において、持続可
能なバス交通ネットワークの構築を、行政と交通事業者などの関係機関で検
討する体制を整え、協働で施策を実施。

●整備状況

・北九州市内のバス専用レーンや優先レーンは、37区間，58kmにわたって設
置されており、朝、夕ピークを中心に運用。

・具体的には、小倉都心部から小倉南区方面と門司区方面や、旧電車通りの
到津～黒崎間等のバス運行本数が多い区間を中心に設置されています。

▲幹線バス路線の高機能化（イメージ）

『バス運行本数が多い区間を中心に設置されているバスレーン』＜行政と交通事業者の協働による事業推進＞

・特に、主要交通拠点間（小倉～黒崎）を結ぶ幹線バス路線については、その
機能を高め、速達性・定時性を確保するため、ＢＲＴの導入も視野に入れな
がら、既存の道路ストックを有効活用し、バスレーンの連続化や延伸など走
行環境を整備。

＜主要交通拠点間の機能高度化＞

・幹線バス路線における路線バスの利便性向
上と利用促進を図るため、バス停上屋やバ
スロケーションシステムなどバス待ちスペー
スの整備、バスからバスや他の交通機関と
の結節機能強化のための乗継拠点の整備。

＜乗継拠点の整備＞

▲バスレーン整備

▲乗継拠点の整備（イメージ）

▲バスロケーションシステム（小倉駅） ▲北九州市内のバス専用レーン・バス優先レーン 26
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４．渋滞対策の取組事例について 福岡国道事務所
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(11)ソフト対策実施事例（その他）

○福岡外環状道路の主要渋滞箇所を通過するＯＤを分析すると、外環状道路沿線を発着する短トリップ交通が多いため、都市高
速道路を有効に活用することにより、利用交通の転換及び一般道部分の負荷軽減が期待される

○福岡都市高速道路４号線で社会実験として過去に実施された「特定区間割引」において、一般道から都市高速への交通転換が
図られたことにより、渋滞箇所の渋滞長や所要時間が減少

○都心部利用交通の質的分析を実施することで、既存道路ネットワークを有効活用する方策についても今後引き続き検討を行う

●福岡外環状道路利用交通のＯＤ分析

多い
やや多い
やや少ない
少ない

凡例（N=2,669）

データ：ETC2.0プローブ情報（H27.4～H27.11 平日昼間12時間）
※ガンセンター入口、須久北１の外環状断面を通過する交通のODを図示（都市高速利用除く）

【参考】都市高速における区間割引の事例（福岡都市高速４号）

・一般道路から有料道路への交通転換を促進することによる沿道環境
改善や渋滞緩和などを目的とし、福岡高速道路を利用するETC車両を
対象に平成18年8月～平成19年3月に実施（当初予定より1ヶ月延長）

・結果として、朝･夕ピ－ク時の福岡高速への転換が図られ、国道２０１
号の渋滞発生箇所における渋滞が減少

（夜間早朝で大型車、昼間で乗用車の転換が顕著）

＜社会実験概要＞ ＜流通センター入口（R201断面）交通量＞

外環状道路沿線を発着する
短トリップ交通が多い

＜流通センター入口西側断面の渋滞長＞

＜ＥＴＣ2.0プローブ情報による利用交通のＯＤ分析＞

＜都市高速料金低廉化による一般道の負荷軽減（イメージ）＞

202

出発地
（ターゲット）

都市高速道路
環状線

目的地
（ターゲット）

堤 野多目

料金割引をすることで
都市高速利用交通が増加

都市高速に利用転換することで
一般道の交通が減少

主要渋滞箇所

ｶﾞﾝｾﾝﾀｰ入口

西月隈板付

ｶﾞﾝｾﾝﾀｰ
入口

須久北１

流通センター入口
交差点

特定区間割引

（貝塚～福岡ＩＣ）

＜対象位置＞

0 200 400 600 800 1,000 1,200

割引前

割引時

渋滞長（m）

約1,000m

約100m

約９割
減少

乗用車 大型車

893

248

1,141 237

205

32
夜間早朝割引 特定区間割引

対象路線 福岡高速全線
福岡高速4号線

（貝塚～福岡IC間）

実験時期
平成18年8月1日(火)～
平成19年2月末（7ヶ月）

対象車両 ETC無線通行車限定（全車種）

割引時間 22時～6時 終日

割引率 １０％
7～21時台：２０％
22～6時台:約２７％



５．今後の進め方
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＜各エリアワーキンググループで検討予定の事項（Ｈ28年度内開催予定）＞

●最新のプローブデータによる各主要渋滞箇所の渋滞状況確認

●主要渋滞箇所の対策効果発現後の取扱い方について検討

●主要渋滞箇所をフォローアップする際の使用データ・算出方法等の提案

①主要渋滞箇所のモニタリング

②各エリアの渋滞対策の具体的検討

●上記の交通課題を踏まえた道路整備を始めとするハード対策や、現状の機能を有効活用するためのソフ

ト対策の検討

・各エリアワーキンググループにおいて、渋滞箇所の見直しや具体的な対策内容を検討する



【別添】主要渋滞箇所の取扱（解除）について（案）

■今後の主要渋滞箇所（一般道）の取扱（解除）について（案）

主要渋滞箇所

未対策箇所 対策済箇所

速度向上要因検証

※現地状況確認等 要因有

要因不明（数年間モニタリング）

（渋滞協議論）
引き続き主要渋滞箇所
として登録する判断

（渋滞協報告）
引き続き主要渋滞箇所として登録 （渋滞協議論）

解除箇所の判断
※協議会資料等で公表（渋滞協議論）ＷＧ・道路管理者等で検証、立案され

た対策 等

解除箇所

渋滞対策
協議会

現地状況確認
※渋滞状況

渋滞緩和

・主要渋滞箇所の解除については、最新のデータや現地状況等を確認し、各箇所毎に協議会で判断して解除を行う。

渋滞有

ＹＥＳＮＯ

主要渋滞箇所の特定要件をクリア


